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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第99期
第３四半期
連結累計期間

第100期
第３四半期
連結累計期間

第99期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 82,256,11384,807,175108,762,910

経常利益（千円） 2,477,1412,986,6593,059,577

四半期（当期）純利益（千円） 1,436,0681,521,3121,723,693

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
1,270,9671,223,5501,423,424

純資産額（千円） 22,463,43323,461,28022,615,891

総資産額（千円） 52,843,45053,498,82550,318,053

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
170.97 181.12 205.21

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 42.5 43.8 44.9

　

回次
第99期
第３四半期
連結会計期間

第100期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
64.97 77.47

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

省略しております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

４．第99期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年6月30日）を適用し、遡及処理しております。　

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による経済活動の停滞から持ち直しの傾

向にあるものの、電力供給の制約や原子力災害問題に加え、欧州の政府債務危機などを背景とした世界的な景気の

下振れや、歴史的な円高、タイの洪水の影響など厳しい経営環境が続きました。

繊維業界におきましても、デフレの影響や雇用情勢の悪化懸念が払拭されず、個人消費は一部に回復傾向が見ら

れましたが、依然として力強さを欠き全般的には低調に推移しております。

このような状況の下、当社グループは、中期経営計画「NEW YAGI 120」の初年度にあたり、重点施策である「海外

市場の開拓」「川下志向」「機能強化」「人材育成と社内インフラの整備」を進めております。原料部門、テキス

タイル部門、繊維二次製品部門の各部門におきまして、高付加価値商品の開発、優良取引先との取り組み強化に注力

しております。また、生産体制につきましてもチャイナプラスワンの開発や縫製工場の建設・出資などさらなる強

化を進めております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は84,807,175千円（前年同期比3.1％増）、営業利益は3,192,054

千円（前年同期比14.3％増）、経常利益は2,986,659千円（前年同期比20.6％増）となりました。特別損失として関

係会社出資金評価損262,055千円を計上し、四半期純利益は1,521,312千円（前年同期比5.9％増）となりました。　

事業セグメントの業績は、次のとおりであります。

［繊維セグメント］

　当第３四半期連結累計期間における繊維セグメントの部門別の経営成績等は、次のとおりであります。

＜原料部門＞　

原料部門では、天然繊維分野で綿花相場が急落、綿糸価格も下落し、旺盛であった新興国市場も調整局面に入り

ました。当期間末でも価格は低下しており、先行き不透明な状況で推移しています。

合成繊維分野でも合繊メーカーによる値上げ実施と東日本大震災による生産調整の影響が続き、需要期になっ

ても稼動率は低調に推移しており厳しい状況にあります。

このような状況の下、当社グループは、優良取引先との取り組み強化により適正価格・適正在庫での対応を進め

てまいりました。また。高機能糸の生産効率化によるロスの削減に努めるとともに拡販に注力してまいりました。

この結果、原料部門は売上高14,711,535千円（前年同期比4.6％減）となりました。

＜テキスタイル部門＞

テキスタイル部門では、高騰が続いていた従来までの綿糸価格と、原油高の影響により加工コストが上昇し価格

面で苦戦を強いられました。また、本格的に回復しない個人消費や天候不順による秋冬物の販売時期の遅れなど、

厳しい状況で推移しました。

このような状況の下、当社グループは、機能素材の開発に努めるなど企画提案力を発揮し拡販を推し進めてまい

りました。また中心的な販売戦略である「テキスタイル・プロジェクト」では、効率化を図るとともに商品差別化

に注力してまいりました。

この結果、テキスタイル部門は売上高11,651,549千円（前年同期比1.9％減）となりました。

＜繊維二次製品部門＞

繊維二次製品部門では、東日本大震災の影響でアパレルメーカーが発注を手控えるなど混乱が見られましたが、

節電対策によりクールビズ関連の商品が好調に推移するなど、想定以上に早く回復基調となりました。しかしなが

ら、秋物の需要期となっても気温が高く販売は低調に終わりました。また、引き続き取引先の短納期・低価格の要

望が強く採算面で苦戦を強いられております。

このような状況の下、当社グループは、高付加価値商品の開発と川下志向を進展させ利益率の向上に努めてまい

りました。また、優良取引先との取り組み深耕に注力するとともに、チャイナプラスワンの開発や縫製工場の建設

・出資など生産体制のさらなる強化を進めております。

この結果、繊維二次製品部門は売上高56,154,282千円（前年同期比6.7％増）となりました。

［不動産セグメント］

　当第３四半期連結累計期間における不動産セグメントは売上高224,293千円（前年同期比12.3％減）となりまし

た。　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更および新たに生じた

課題はありません。
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（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は22,790千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,568,000

計 45,568,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,568,000 10,568,000
㈱大阪証券取引所

市場第二部

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない

当社における標準となる

株式

単元株式数　100株

計 10,568,000 10,568,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日　
－ 10,568,000 － 1,088,000 － 805,188

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,168,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,396,000 83,960

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社における

標準となる株式

単元株式数　100株

単元未満株式 普通株式 3,400 － 同上

発行済株式総数  10,568,000 － －

総株主の議決権 － 83,960 －

  

②【自己株式等】 

 平成23年12月31日現在

所有者の氏
名又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヤギ
大阪市中央区久太郎町

二丁目２番８号
2,168,600 － 2,168,600 20.52

計 － 2,168,600 － 2,168,600 20.52
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。　

役職の異動　

新役名 新職名　 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 営業第二本部アジア戦略担当 取締役
社長付　兼

営業第二本部第三事業部長　
大嶋　平 平成23年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,870,882 3,565,517

受取手形及び売掛金 29,183,219 ※2
 32,738,687

有価証券 93,285 73,329

たな卸資産 6,436,902 6,411,084

繰延税金資産 628,428 632,849

その他 578,007 496,630

貸倒引当金 △216,776 △234,272

流動資産合計 40,573,948 43,683,825

固定資産

有形固定資産 4,054,980 4,145,826

無形固定資産 54,054 32,601

投資その他の資産

投資有価証券 4,028,240 3,839,872

その他 1,887,607 2,075,658

貸倒引当金 △280,777 △278,958

投資その他の資産合計 5,635,070 5,636,572

固定資産合計 9,744,105 9,815,000

資産合計 50,318,053 53,498,825

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,405,828 ※2
 13,981,346

短期借入金 6,116,462 8,943,352

未払法人税等 823,879 577,239

引当金 732,501 458,259

その他 2,987,624 3,570,401

流動負債合計 25,066,297 27,530,600

固定負債

繰延税金負債 274,560 99,073

退職給付引当金 631,309 690,918

その他の引当金 213,014 208,251

その他 1,516,981 1,508,700

固定負債合計 2,635,865 2,506,944

負債合計 27,702,162 30,037,544
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,088,000 1,088,000

資本剰余金 805,188 805,188

利益剰余金 21,806,113 22,949,450

自己株式 △1,628,495 △1,628,656

株主資本合計 22,070,806 23,213,982

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 498,886 284,954

繰延ヘッジ損益 106,563 32,086

為替換算調整勘定 △65,111 △74,722

その他の包括利益累計額合計 540,338 242,317

少数株主持分 4,745 4,980

純資産合計 22,615,891 23,461,280

負債純資産合計 50,318,053 53,498,825
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 82,256,113 84,807,175

売上原価 71,304,397 73,133,550

売上総利益 10,951,715 11,673,624

販売費及び一般管理費 8,158,178 8,481,570

営業利益 2,793,537 3,192,054

営業外収益

受取利息 7,713 14,694

受取配当金 113,144 125,825

その他 37,073 38,813

営業外収益合計 157,930 179,333

営業外費用

支払利息 28,591 34,952

売上割引 78,614 82,974

為替差損 353,864 259,564

その他 13,256 7,236

営業外費用合計 474,326 384,728

経常利益 2,477,141 2,986,659

特別損失

投資有価証券評価損 37,535 －

関係会社出資金評価損 － 262,055

特別損失合計 37,535 262,055

税金等調整前四半期純利益 2,439,606 2,724,603

法人税等 1,003,266 1,203,034

少数株主損益調整前四半期純利益 1,436,340 1,521,569

少数株主利益 271 256

四半期純利益 1,436,068 1,521,312
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,436,340 1,521,569

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △153,147 △213,930

繰延ヘッジ損益 － △74,477

為替換算調整勘定 △12,225 △9,610

その他の包括利益合計 △165,373 △298,018

四半期包括利益 1,270,967 1,223,550

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,270,692 1,223,291

少数株主に係る四半期包括利益 275 259
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

　１　偶発債務

　非連結子会社及び関連会社の銀行借入及びＬ／Ｃ開

設等に対する保証

　１　偶発債務

　非連結子会社及び関連会社の銀行借入及びＬ／Ｃ開

設等に対する保証

譜洛革時（上海）貿易有限公司 311,810千円

八木貿易（深?）有限公司 258,427千円

保定八木化繊有限公司 44,380千円

債務保証損失引当金 △154,230千円

　合計 460,386千円

譜洛革時（上海）貿易有限公司 446,351千円

八木貿易（深?）有限公司 166,455千円

保定八木化繊有限公司 43,155千円

債務保証損失引当金 △154,230千円

　合計 501,731千円

　

─────────　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は手形

交換日をもって決済処理しております。従って、当第

３四半期連結会計期間末日は金融機関の休業日で

あったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末残高に含まれております。　

　 受取手形 802,853千円

支払手形 430,435千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（の

れんを除く無形固定資産にかかる償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費

のれんの償却額　

224,234千円

－千円　

233,402千円

－千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 335,986 40平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 377,975 45平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 170円97銭 181円12銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 1,436,068 1,521,312

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,436,068 1,521,312

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,399 8,399

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月14日

株式会社ヤギ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　豊　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　尚弥　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤギの平

成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤギ及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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